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2005 年 1 月在日本东京举办了面向社会的学术研讨会。我有幸参与了这次研讨。日本社
会和学者对研讨会所表现出的热情使我感到遣唐使井真成的精神在延续。研讨会后不久，
矢野健一先生又亲临西北大学，商谈井真成墓志的保护和复制问题，虽然没有达成在日本
专修大学保存一方复制墓志的结果，但他一定程度上促成了中国政府在 2005 年将墓志带
到日本展览。此后矢野健一先生担任了专修大学的校长，与西北大学开展了对遣唐使持续
的研究，取得了不少成绩。不幸先生英年不永，韶华早逝，使我不胜唏嘘，怅然若失。
　衷心期待与矢野先生一起发掘的中日友好的历史能成为一束不灭的篝火，让先生在另外
的世界感到温暖，让在这个世界的我们的胸怀更加包容，更加和煦。
　謹んでこの文章を矢野建一先生の一周忌に献げる。
　2004 年，西北大学博物館は日本遣唐使井真成の墓誌を収蔵した。井真成は中日双方
の歴史資料に記載がなく，しかも墓誌に明瞭に井真成の国号が日本だと記されているた
めに，当時確認しうる日本の国号が最初に見られる出土文物として，たちまち中日両国
の人々の注目するところとなった。矢野建一先生は当時専修大学文学部長だったが，こ
の墓誌の学問的意義を鋭敏に察知し，専修大学と西北大学双方に働きかけて，2005 年 1
月に東京で広く一般市民にも開かれたシンポジウムを開催された。私は幸いにも，この
シンポジウムに参加することができた。日本の一般市民や研究者がシンポジウムの中で
放つ熱気に，私は，遣唐使井真成の精神が今になお息づいているかのように感じたもの
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である。シンポジウムが終わってほどなく，矢野建一先生は再び西北大学を訪れられ，
井真成墓誌の保護と複製のことを協議することとなった。専修大学が墓誌の複製を保存
するという希望こそ実現されなかったが，中国政府が 2005 年に墓誌を日本で展覧する
ことに先生は貢献されたのである。その後，矢野先生は専修大学学長に就任され，西北
大学と提携して遣唐使について引き続き研究を深められ，少なからぬ成果を収められた。
しかし思いがけず先生は壮年にして逝去され，私は悲しみに暮れることとなった。
　矢野先生と共に築いた中日友好の歩みが，消えることのない篝火となって，彼岸にあ
る先生をぬくもらせ，此岸にある我々の思いをもっと優しく，もっと温めて欲しいと，
私は心より願わずにいられない。（張渭濤訳）
